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胆道がんにおける 3 次元培養およびゲノム解析に関する研究へのご協力のお願い 
 
課題名：胆道がん検体を用いた 3次元培養法およびゲノム・遺伝子解析に関する研究 
  
千葉県がんセンター消化器内科では、以下の臨床研究を実施しています。ここにご案内する
のは、ご同意下さった患者さんから余剰検体をいただいて行う前向き研究で、倫理審査委員
会の承認を得て行うものです。余剰検体と、すでに存在する情報を利用させて頂く研究です
ので、対象となる患者さんに新たな検査や費用のご負担をお願いするものではありません。
また、対象となる方が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。  
  
研究の対象となる方： 
2016 年 4 月から 2026 年 3 月までの期間中に、当院において、胆道がんの診断および治療
目的にて胆汁採取、穿刺吸引細胞診、外科的切除を予定する方 
 
研究目的・研究の方法： 
胆道がんでは多くの方が発見時にすでに手術が困難な段階であり、抗がん剤治療が第一選
択となる場合が多いです。しかし、抗がん剤に対する効果は限定的であり予後不良の原因と
なっています。仮に、個々の抗がん剤への効果を何らかの方法で事前に予測が可能になれば、
個々の方に最適な薬剤の選択や無効な治療の回避による予後の改善につながる可能性があ
ります。 
近年の細胞培養技術の進歩により患者由来の正常およびがん細胞を半永久的に増殖・維

持可能とする 3 次元培養法が報告され、3次元培養により原発巣の「個性」を維持したまま
オルガノイドとして長期培養が可能であることがわかってきました。 
微量の余剰の胆道がん検体から 3 次元培養法により細胞を培養し、細胞を用いて薬物の

治療効果を事前に予測することができれば、体の負担もなく、最適な治療の選択に道を開く
可能性があります。 
本研究では、胆道がんにおける微量検体からの 3 次元培養法を樹立すること、および培

養細胞から薬剤の感受性検査やゲノム解析を行い、個々の患者さんにあった治療選択を提
示することを目的とし、その結果が今後の臨床に役立つものであると考えています。  
  
研究に用いる試料・情報の種類:   
試料：胆汁、生検検体、手術検体、血液の余剰検体 
情報： 診療録（カルテ）から年齢、性別、生年月日、施設症例番号（カルテ ID）、病名、
既往歴、併存疾患、検体採取日、採取方法、採取部位、主占拠部位、主たる組織型、全身化
学療法歴、放射線治療歴、予後、副作用等の情報を使用します。情報はいずれもだれの試料・
情報かわからないように匿名化を行います。あなたの診療を行った施設から外部の施設に
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試料・情報を提供し解析を行うときも、だれの試料・情報かわからないように匿名化を行い
ます。 
 
研究責任者：  
消化器内科 喜多絵美里 
  
個人情報の保護について： 
利用する情報からは、患者さんを特定できる個人情報は削除します。また、研究成果は学会
や学術雑誌で発表されることがありますが、その際も患者さんの個人情報が公表されるこ
とはありません。 
 
ご自身の情報が利用されることを望まない場合： 
臨床研究は医学の進歩に欠かせない学術活動ですが、患者さんには、ご自身の診療情報等が
利用されることを望まない場合、これを拒否する権利があります。その場合は、下記までご
連絡ください。研究対象から除外させて頂きます。なお、研究協力を拒否された場合でも、
診療上の不利益を被ることは一切ありません。 
  
この研究は千葉県がんセンター倫理審査委員会が承認し、研究の実施が病院長により許可
されています。 
  
本研究に関するご質問がある場合も下記へお問い合わせください。ご希望があれば、他の研
究対象者の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書および研究
の計画に関する資料を閲覧することができますのでお知らせください。  
 
研究責任者 千葉県がんセンター 消化器内科 医長 喜多絵美里 
   〒260-8717 千葉市中央区仁戸名町 666-2 TEL 043-264-5431（代表番号） 
 


